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お願い事項

 市内の小学、中学校並びに公園に設置されている遊具、特に鉄棒の早期点検を

 お願い致します。

理由

    小学2年生女児が休み時間、鉄棒練習の待機中に

  後ろから押され、額を6針縫う怪我を負いました。

  翌日父親が検証したところ、左図のようにセット

  用の六角ボルトが２ｃｍ程突起していました。

  これは大変な危険状態です。

  学校は此の突起部を即切除するとの事ですが、

  他校また市内の公園に於いても同様の状態と思

  われます。

  事故が起きる前に早急な処置が必要です。

突起部

固定方法の変更

 この様な場所には本来、「六角穴付き止ネジ」を使用し突起状態を防ぎます。

 最近の遊具には上記ネジに半球型の面接着部を付加したボルトが使われています。

 （人の面する側が球状に作られている）

以上ご検討いただければ幸いです。


